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和食で広がる広沢小学校の輪　和光市立広沢小学校
　



⑴食物アレルギーがある児童生徒が在籍する学校数・人数 

表
紙
写
真
解
説

　

本
校
は
本
年
度
開
校
四
十
周
年
を
迎

え
た
、
学
区
内
に
自
衛
隊
和
光
官
舎
と

西
大
和
団
地
を
有
す
る
中
規
模
校
で
あ

る
。
自
衛
官
と
い
う
職
業
柄
、
定
期
異

動
に
伴
い
年
間
百
五
十
名
近
く
の
転
出

入
が
あ
る
。　
　
　
　
　

　

今
年
度
、
埼
玉
県
学
校
給
食
会
の
研

究
委
嘱
を
受
け
、
食
育
に
お
け
る
指
導

力
向
上
の
授
業
研
究
会
を
実
施
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
食
に
関
す
る
本
校
の
取
組

を
洗
い
出
し
、
給
食
主
任
、
栄
養
教
諭

を
中
心
と
し
た
新
た
な
組
織
を
編
成
し
、

全
教
職
員
で
共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら

取
組
を
進
め
て
い
っ
た
。
転
出
入
が
多

い
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、
特
に
地
域

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
た
内
容
で
授

業
発
表
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

写
真
は「
元
気
な
毎
日
と
食
べ
物
～
和

食
で
広
が
る
広
沢
小
の
輪
～
」を
題
材
と

し
た
五
年
生
の
家
庭
科
の
授
業
の
様
子

で
あ
る
。
市
内
の
「
出
汁
ソ
ム
リ
エ
」
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
招
き
、
家
庭

で
は
行
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
か
つ

お
節
を
削
っ
て
作
る
お
い
し
い
出
汁
の

取
り
方
を
体
験
し
、「
旨
味
」に
つ
い
て
学

習
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
の
学
習

の
後
、
各
家
庭
に
お
い
て「
味
噌
汁
の
出

汁
は
自
分
が
と
る
」と
い
っ
た
児
童
が
増

え
た
と
、
保
護
者
か
ら
嬉
し
い
声
が
届

い
て
い
る
。

和
食
で
広
が
る
広
沢
小
学
校
の
輪

　
　
和
光
市
立
広
沢
小
学
校

前
校
長
　
曽
根
田
　
由
貴
子

楽しい給食の時間「いただきます」

給食スタッフによる青菜のスープ作り

給食会報　（平成27年₄月 1 日発行第１６６ 号）（2）

校
で
は
、
お
昼
休
み
に
な
る
と
、
一
年
生

か
ら
五
年
生
（
小
学
校
は
五
年
生
ま
で
）

ま
で
の
子
ど
も
達
が
給
食
室
の
前
に
順
序

よ
く
並
び
、
給
食
の
野
菜
入
り
卵
焼
き
と

青
菜
の
ス
ー
プ
を
器
に
入
れ
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
給
食
専
用
の
建
物
の
前
で
手

を
洗
い
、
全
員
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
「
い
た

だ
き
ま
す
」
の
号
令
で
食
べ
始
め
ま
す
。

　

ど
の
子
ど
も
か
ら
も
笑
顔
が
見
ら
れ
、
子

ど
も
達
に
と
っ
て
と
て
も
楽
し
い
給
食
の

時
間
で
あ
る
こ
と
が
、
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

　

給
食
の
内
容
を
見
る
と
、
子
ど
も
に
し

て
は
多
い
か
な
と
思
う
家
庭
か
ら
持
参
し

た
ご
は
ん
（
糯
米
を
蒸
し
た
も
の
）
と
、
少

し
の
お
か
ず
で
す
の
で
、
栄
養
価
計
算
を
す

れ
ば
、
栄
養
素
バ
ラ
ン
ス
等
ま
だ
ま
だ
課
題

と
な
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、給
食
費
も
一
人
当
た
り
八
円
（
日

本
円
換
算
）
と
、
い
く
ら
物
価
の
安
い
ラ

オ
ス
と
は
い
え
食
材
選
択
も
難
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
い
か
に
、
日
本
の
学
校
給

食
が
恵
ま
れ
て
い
る
か
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
給
食
で
さ
え
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
だ
け
で
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
が

ラ
オ
ス
の
学
校
給
食
の
現
状
で
す
。

　

今
後
、
学
校
給
食
が
子
ど
も
の
栄
養
状

態
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
、
日

本
の
米
飯
を
中
心
と
し
た
学
校
給
食
の
シ

ス
テ
ム
を
、
ラ
オ
ス
の
学
校
給
食
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
栄
養
士
等
の
制
度
が

な
い
ラ
オ
ス
の
現
状
に
合
わ
せ
た
人
材
育

成
と
、
そ
の
た
め
の
ラ
オ
ス
語
に
よ
る
給

食
学
習
教
材
作
り
か
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
や

地
域
住
民
の
方
た
ち
を
交
え
た
話
し
合
い

の
中
で
、
地
域
に
根
差
し
、
米
飯
を
中
心

と
し
た
持
続
可
能
な
学
校
給
食
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

米
飯
を
中
心
と
し
た
学
校
給
食
シ
ス
テ

ム
が
進
ん
で
い
る
日
本
か
ら
、
少
し
で
も

子
ど
も
達
の
栄
養
状
態
の
向
上
に
寄
与
で

き
れ
ば
と
思
い
、
現
在
、
お
米
の
国
ラ
オ

ス
で
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
の
た
め

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
オ
ス
の
山
間
地
域
で
は
、
い
ま
だ
に

社
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
で
、

保
健
や
教
育
分
野
で
は
、
二
〇
一
五
年
ま

で
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
M
D
G
s
）

達
成
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
二
〇
一
二
年
か
ら
ラ
オ
ス
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
省
が
中
心
と
な
り
、
貧
困
家
庭

の
多
い
山
間
地
域
で
の
学
校
給
食
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
で
も
学

校
に
行
こ
う
と
思
う
子
ど
も
達
を
増
や
す

こ
と
、
子
ど
も
達
の
栄
養
状
態
の
改
善
が

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
で
す
。
ま
た
、

自
給
自
足
に
近
い
生
活
環
境
の
中
で
、
給

食
の
食
材
の
調
達
、
調
理
員
の
雇
用
等
が
、

地
域
生
活
に
少
し
で
も
う
る
お
い
を
与
え

る
の
で
は
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
十
月
、
ラ
オ
ス
北
部
に
位
置
す
る

ウ
ド
ム
サ
イ
県
ラ
ー
郡
で
、
学
校
給
食
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
い
く
つ
か
の

小
学
校
を
回
り
、
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
あ
る
小
学

学
校
給
食
の
普
及
に
向
け
て

―
ラ
オ
ス
の
学
校
給
食
の
現
状
―

　

日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
家
政
経
済
学
科

教
授　

髙
増　

雅
子



給

食

会

事

業

　

県
で
は
、
学
校
給
食
に
お
け

る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
学
校
給
食
に
お
け
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
実
施
状
況

調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
結
果

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
．�調
査
時
期　

平
成
二
十
六

年
七
月
一
日
現
在

二
．�調
査
対
象　

完
全
給
食
及

び
ミ
ル
ク
給
食
を
実
施
す

る
公
立
の
小
中
高（
定
時
制

課
程
）、特
別
支
援
学
校

三
．�結
果

　

県
内
公
立
の
各
小
、
中
、
高

等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
に

お
い
て
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
有
す
る
児
童
生
徒
に
つ
い

て
、
学
校
に
お
い
て
対
応
を
要

す
る
場
合
に
は
、「
学
校
生
活

管
理
指
導
表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
用
）」
の
提
出
を
必
須
と
し

て
い
ま
す
。
各
校
で
適
切
に
対

応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
結
果

県
保
健
体
育
課
か
ら

調査対象数 食べ物アレルギーの児童生徒のいる学校

学校数 人数 学校数 （％） 人数 （％）

小学校 8１１ 375,488 808 99.６ １7,１72 4.６
中学校 4１9 １85,433 4１4 98.8 8,929 4.8
小中合計 １,230 5６0,92１ １.222 99.3 2６,１0１ 4.7
高等学校（定時制） 24 2,１94 2１ 87.5 １38 ６.3
特別支援学校 3６ ６,１１4 35 97.2 298 4.9
総合計 １,290 5６9,229 １.278 99.１ 2６,537 4.7

除去食 代替食 献立表
配布

牛乳
なし

一部
弁当持参

毎日
弁当持参

小学校 257 １79 ６9６ 5６0 38１ １82
（％） 3１.8 22.2 8６.１ ６9.3 47.2 22.5

中学校 9１ 58 33１ 252 １24 43
（％） 22.0 １4.0 80.0 ６0.9 30.0 １0.4

小中合計 348 237 １,027 8１2 505 225
（％） 28.5 １9.4 84.0 ６６.4 4１.3 １8.4

高等学校（定時制） 3 4 １ １ 0 3
（％） １4.3 １9.0 4.8 4.8 0.0 １4.3

特別支援学校 25 2１ 23 １６ 7 5
（％） 7１.4 ６0.0 ６5.7 45.7 20.0 １4.3

総合計 37６ 2６2 １,05１ 829 5１2 233
（％） 29.4 20.5 82.2 ６4.9 40.１ １8.2

⑴食物アレルギーがある児童生徒が在籍する学校数・人数 

⑵食物アレルギーがある児童生徒が在籍する学校数・人数
　対応別　学校数（複数回答） 

＊除去食…申請のあった原因物質を除いた給食
＊代替食… 申請のあった原因物質を給食から除き、除かれることに

よって失われる栄養価を別の食品を用いて補って提供す
る給食

＊献立表配布… ここでは、給食の原材料を詳細に記入した「詳細
な献立表対応」のことをいう。

調理中
の混入

配膳時
の混入

喫食時
の混入

児童生徒間
の交換等

原因
不明 その他 合計

小学校 １ １2 １2 2 4 4１ 72
中学校 0 4 4 １ 0 22 3１
高等学校（定時制） 0 0 0 0 0 3 3
特別支援学校 １ 0 0 0 0 2 3

アナフィラキシーの発症 アナフィラキシーショックの発症

学校数 件数 学校数 件数

小学校 １5 １7 １ １
中学校 １3 １7 2 2
高等学校（定時制） 0 0 0 0
特別支援学校 2 2 １ １

学校数 児童生徒数
小学校 3６7校（45.4％） ６34人（3.7％）
中学校 １39校（33.６％） １97人（2.2％）
高等学校（定時制） 3校（１4.3％） 3人（2.2％）
特別支援学校 7校（20.0％） 9人（3.0％）
合計 5１６校（40.4％） 843人（3.2％）

学校数 件数
小学校 ６3 72
中学校 24 3１
高等学校（定時制） １ 3
特別支援学校 3 3

⑶ 学校にアドレナリン自己注射薬（エピペンR）を持参し
ている児童生徒

② ①の原因 

① 除去すべき食物を何らかの
理由で摂食したことにより
食物アレルギー症状が発症
した件数

⑸ 学校給食を摂食して新規に発症し、食物アレルギーと
診断された件数 

⑷学校給食における食物アレルギー発症件数について

＊「その他」の主な内容
　・除去食等を用意していたが、本人の手元に届かなかった。
　・本人、保護者、担任、栄養士の献立表確認もれ。
　・原因食品が使用されていることに気がつかなかった。

＊割合（％）は、
「 食 物 ア レ ル
ギーの児童生
徒のいる学校
数（ 児 童 生 徒
数 ）」 を 分 母
として算出し
た。

平
成
二
十
七
年
度
主
要
事
業

　

給
食
会
で
は
、
学
校
給
食
用
食
材
の
安

全
確
保
と
安
定
供
給
に
関
す
る
事
業
、
学

校
給
食
の
普
及
充
実
及
び
学
校
に
お
け
る

食
育
推
進
の
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
主
な
事
業
に
つ

い
て
御
案
内
し
ま
す
。

○
学
校
給
食
用
食
材
の
検
査

　

本
会
取
扱
の
パ
ン
・
め
ん
・
米
飯
及
び

一
般
食
材
の
細
菌
検
査
、
理
化
学
検
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
パ
ン
・
め
ん
に
使

用
し
て
い
る
小
麦
粉
の
残
留
農
薬
検
査
や

精
米
及
び
小
麦
粉
の
放
射
性
物
質
検
査
を

外
部
機
関
に
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
・

安
心
な
食
材
の
確
保
を
図
る
。

○
委
託
加
工
工
場
の
実
地
審
査
・
衛
生
管
理
指
導

　

各
指
定
工
場
の
実
地
審
査
を
行
い
、
審

査
結
果
に
基
づ
き
指
導
・
助
言
を
行
う
と

と
も
に
、
一
般
食
材
製
造
工
場
を
含
め
た

衛
生
管
理
講
習
会
を
実
施
し
、
衛
生
管
理

や
品
質
管
理
の
更
な
る
徹
底
を
図
る
。

○
学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

学
校
給
食
の
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
、

食
事
内
容
の
充
実
向
上
と
多
様
化
、
高
度
を

図
る
た
め
、
栄
養
教
諭
及
び
学
校
栄
養
職
員

と
調
理
員
に
よ
る
第
三
十
八
回
学
校
給
食
調

理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
。

学
校
給
食
親
子
体
験
教
室

家
庭
と
連
携
し
た
食
育
へ
の
支
援
。　
　

・
親
子
産
地
見
学
会�����������������

・
親
子
体
験
教
室

　

そ
の
他
、
事
業
の
詳
し
い
内
容
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
途
、
御
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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本
校
は
、
平
成
五
年
に
開
校
し
た
市
内

で
一
番
新
し
い
学
校
で
す
。
学
校
の
周
り

に
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
が
多
く
あ
り
、
様
々

な
種
類
の
作
物
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
食
育
の
推
進
の
た
め
、
給
食

時
に
お
け
る
栄
養
士
の
教
室
訪
問
や
、
全

学
年
で
担
任
と
栄
養
士
の
Ｔ
Ｔ
授
業
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。
三
年
生
の
学
級
活
動

で
は
、
赤
・
黄
・
緑
、
三
色
食
品
群
に
つ

い
て
学
習
し
、
好
き
嫌
い
せ
ず
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。
授
業
を
し
た
日
の
給
食
で
は
「
き

の
こ
が
苦
手
だ
け
ど
頑
張
っ
て
食
べ
よ

う
。」「
給
食
は
残
さ
ず
食
べ
な
く
ち
ゃ

ね
。」
と
い
う
声
が
児
童
か
ら
も
出
て
、

積
極
的
に
給
食
を
食
べ
て
い
る
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
校
に
は
学
校
農
園
が

あ
り
、
大
根
を
種
か
ら
育
て
て
い

ま
す
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
力
を
お
借
り
し
て
、
毎
年
た
く

さ
ん
の
大
根
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
大
根
は
家
庭
に
持
ち

帰
っ
た
り
、
給
食
で
食
べ
た
り
し

ま
す
。
今
年
度
は
、
お
で
ん
や
お

き
り
こ
み
の
材
料
と
し
て
給
食
に

「
食
育
の
充
実
を
目
指
し
て
」

　
　

北
本
市
立
中
丸
東
小
学
校

給
食
主
任　

田
島　

彩
雅

出
さ
れ
、
児
童

も
お
い
し
い
と

言
い
な
が
ら
お

代
わ
り
を
し
て

食
べ
て
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち

で
育
て
た
新
鮮

な
大
根
を
食
べ

る
こ
と
で
、
食

品
本
来
の
お
い

し
さ
や
地
産
地

消
の
大
切
さ
を

実
感
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
命

を
い
た
だ
く
あ

り
が
た
さ
も
感

じ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

今
後
も
、
食
育
の
一
層
の
充
実
を
目
指

し
、
栄
養
士
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
等

と
連
携
し
た
授
業
の
改
善
、
さ
ら
に
保
護

者
の
理
解
・
協
力
を
得
て
、
家
庭
に
お
け

る
食
育
の
充
実
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

た
の
し
い
給
食

熊谷市立秦小学校 1 年　常
つね

見
み

　恵
え

那
な

熊谷市立秦小学校 5 年　原
はら

島
じま

　康
こう

生
せい

熊
谷
市
立
吉
岡
中
学
校
２
年

 

　

横よ
こ

森も
り　

百も

咲え

熊谷市立吉岡中学校２年　 柳
やなぎ

　穂
ほ

乃
の

佳
か
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三
島
食
品
株
式
会
社
関
東
工
場
は
、
坂

戸
市
で
レ
ト
ル
ト
食
品
及
び
ふ
り
か
け

（
ゆ
か
り
・
青
の
り
な
ど
）
を
製
造
し
て

い
る
企
業
で
す
。

　

食
品
製
造
に
お
い
て
最
も
大
切
な
の
は

人
材
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
従
業
員
一
人

一
人
が
主
役
に
な
り
、
自
分
た
ち
が
工
場

を
守
り
、
運
営
し
て
い
る
と
感
じ
て
仕
事

に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
常
に
安
全

な
食
品
製
造
が
可
能
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
の
管
理
手
法
と
し
て
弊
社
で

は
、『
目
で
見
る
管
理
』
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
こ
の
手
法
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
様

に
指
導
を
し
て
頂
き
導
入
し
た
も
の
で
、

現
在
は
当
工
場
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
活
用

し
て
い
ま
す
。
４
Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清

掃
・
清
潔
）
活
動
や
改
善
活
動
な
ど
を
従

業
員
に
わ
か
り
や
す
い
様
、
写
真
を
使
用

し
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
場
内
に
数
カ
所
設
置
し
て
い
る

「
目
で
見
る
管
理
板
」
と
呼
ん
で
い
る
情

報
発
信
ボ
ー
ド
を
利
用
し
、
変
化
点
、
問

題
点
、
工
場
の
現
状
な
ど
を
全
従
業
員
で

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
一
な
正
し
い

方
向
を
目
指
し
て
真
摯
な
生
産
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

食
の
安
全
に
関
し
て
は
、
主
な
原
材
料

な
ど
は
当
社
資
材
部
が
産
地
に
出
向
き
、

生
産
者
と
協
力
し
安
全
な
食
材
購
入
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
コ
ン
タ
ミ
防
止

対
策
、
異
物
混
入
防
止
対
策
、
感
染
症
予

防
対
策
な
ど
を
実
施
し
、
食
の
安
全
に
努

め
て
い
ま
す
。
同
時
に
国
の
総
合
衛
生
管

理
製
造
過
程（
H
A
C
C
P
）の
承
認
を
取

得
し
、
外
部
の
客
観
的
、
科
学
的
な
目
で

当
工
場
の
生
産
活
動
を
検
証
し
て
い
ま

す
。

　

色
々
と
当
工
場
の
活
動
を
書
き
ま
し
た

が
、
紙
面
で
は
伝
わ
り
に
く
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
当
工
場
の
視

察
を
お
願
い
し
ま
す
。
多
数
の
方
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
な
食
品
製
造
を
目
指
し
て
」

　

三
島
食
品
株
式
会
社　

関
東
工
場

工
場
長　

小
彼　

徹

「
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
」

　

伊
奈
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

栄
養
教
諭　

庄
司
幸
恵

栄
養
主
任　

川
上
晶
子

　

伊
奈
町
で
は
Ｊ
Ａ
あ
だ
ち
野
・
四
季
彩

館
の
協
力
に
よ
り
地
場
産
野
菜
を
使
っ
た

給
食
を
平
成
十
三
年
度
よ
り
行
っ
て
き
ま

し
た
。
米
、
野
菜
、
果
物
等
、
様
々
な
食

材
が
採
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
に
よ
っ
て
は

給
食
の
食
材
を
す
べ
て
伊
奈
町
産
で
そ
ろ

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
文
科
省
の
食
育
推
進
事

業
の
委
嘱
を
受
け
て
か
ら
各
学
校
に
お
い

て
様
々
な
食
育
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
児
童
の
作
っ
た
野
菜
を
使
っ
た

給
食
や
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
の
協
力

に
よ
る
田
植
え
体
験
、
稲
刈
り
体
験
、
餅

つ
き
体
験
等
を
実
施
し
て
お
り
、
町
全
体

で
食
育
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
「
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー

ス
」
で
す
。「
え
？
ピ
ー
マ
ン
だ
よ
。」
と
言

う
と
「
ピ
ー
マ
ン
大
好
き
。」
と
答
え
る
児

童
が
多
数
い
ま
す
。
伊
奈
町
の
チ
ン
ジ
ャ

オ
ロ
ー
ス
は
本
当
に
ピ
ー
マ
ン
の
醤
油
炒

め
で
、
調
味
料
は
醤
油
、
砂
糖
、
酒
の
み

で
す
。
ピ
ー
マ
ン
を
育
て
て
い
る
小
学
校

も
あ
り
、
昔
な
が
ら
の
苦
い
ピ
ー
マ
ン
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
お
い
し
い
と
食
べ

て
い
ま
す
。
保
護
者
の
試
食
会
で
も
、
子

ど
も
が
お
い
し
い
と
言
う
の
で
作
り
方
を

教
え
て
ほ
し
い
と
聞
か
れ
、
調
味
料
を
説

明
す
る
と
皆
さ
ん
驚
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
場
産
物
を
活
用
し
、
お

い
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◦ごはん　◦牛乳
◦えびしゅうまい
◦チンジャオロース
◦青梗菜のスープ

①豚肉にしょうゆと砂糖で下味をつけておく。
②にんにく、しょうがをみじん切りにする。
③�ピーマン、たけのこ、にんじん、戻し
た干ししいたけを千切りにする。
④油でにんにく、しょうがを炒め香りを出す。
⑤下味をつけた豚肉を炒める。
⑥�豚肉の色が変わったら、にんじん、た
けのこ、干ししいたけを炒める。
⑦ピーマンを炒め、調味料を入れる。
⑧�味が調ったら、でんぷんでとろみをつ
ける。

豚肉もも
（細切り）	 25
しょうゆ	 1.2
砂糖	 　1
なたね油	 0.5
にんにく	 0.5
しょうが	 0.5
ピーマン	 10

たけのこ	 15
にんじん	 6
干ししいたけ
	 	 1.2
しょうゆ	 1.6
酒	 1.6
でんぷん	 0.4

献立例作り方

材料 分量（g）

{
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ま
す
。そ
し
て
暖
飯
機
で
暖
め
て
保
管
し
、

給
食
調
理
室
で
つ
く
っ
た
お
か
ず
と
一
緒

に
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
家
庭

の
理
解
と
協
力
な
し
で
は
成
り
立
た
た
な

い
学
校
給
食
で
す
。

　

さ
ら
に
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
保

健
給
食
委
員
の
物
資
検
収
が
あ
り
ま
す
。

　

保
護
者
に
、
給
食
材
料
に
つ
い
て
調
理

員
同
様
に
検
収
し
て
も
ら
い
、
食
材
購
入

の
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、
衛
生
に
十
分
配
慮
し
た

状
態
で
給
食
室
に
食
材
を
搬
入
し
て
い
る

こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
本
校
近
隣
は
田
畑

に
囲
ま
れ
農
産
物
が
多
く
育
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
給
食
へ
の
直
接
の
流
通

ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
三
年
生
の
総
合
学
習
や
さ

つ
ま
い
も
栽
培
で
出
入
り
し
て
く
だ
さ
る

地
元
の
農
家
の
方
と
パ
イ
プ
を
作
り
、
地

元
商
店
の
理
解
を
得
な
が
ら
少
し
ず
つ
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
理
施
設
の
老
朽
化
な
ど
も
大

き
な
課
題
で
す
。
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
教

育
委
員
会
と
相
談
し
な
が
ら
、
現
状
の
施

設
で
で
き
る
調
理
を
安
全
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
自
校
調

理
給
食
の
良
さ
を

生
か
し
、
学
校
給

食
が
生
き
た
食
育

教
材
と
な
る
よ
う

励
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
の
北
部
に
位
置
す
る
熊
谷
市

は
、
北
を
利
根
川
、
南
を
荒
川
と
、
二
本

の
一
級
河
川
に
は
さ
ま
れ
、
肥
沃
な
大
地

に
恵
ま
れ
た
市
で
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
北
に
位
置
す
る
の
が

妻
沼
小
学
校
で
す
。
本
校
は
、
市
内
で
も

数
少
な
い
自
校
調
埋
方
式
の
給
食
を
提
供

し
て
い
る
学
校
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
野
菜

を
ま
な
板
と
包
丁
で
手
切
り
し
、
か
き
あ

げ
や
サ
ラ
ダ
な
ど
手
作
り
の
お
か
ず
を
多

く
調
理
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
作
り
た

て
の
給
食
を
児
童
に
味
わ
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
学
校
行
事
や
栄
養
教
諭
に
よ
る

授
業
の
内
容
に
合
わ
せ
て
給
食
メ
ニ
ュ
ー

が
計
画
で
き
る
こ
と
も
自
校
調
理
給
食
の

魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

年
度
末
に
な
る
と
、「
ふ
れ
あ
い
給
食
」

と
い
う
「
卒
業
を
祝
う
会
」
と
リ
ン
ク
し

た
献
立
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
妻
沼
地

区
の
名
物
で
あ
る
い
な
り
ず
し
を
縦
割
り

班
で
食
べ
、
六
年
生
の
卒
業
を
祝
う
ハ
レ

の
日
の
給
食
で
す
。
こ
の
よ
う
に
本
校
の

学
校
給
食
は
地
元
商
店
の
理
解
・
協
力
を

得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
火
曜
日
・
水
曜
日
の
米
飯

給
食
の
日
は
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
き

に
炊
い
た
ご
は
ん
を
、
専
用
の
お
弁
当
箱

に
つ
め
自
宅
か
ら
持
参
し
て
も
ら
っ
て
い

　

春
を
彩
る
野
菜
タ
ケ
ノ
コ
。
竹
の
旬
と

い
う
意
味
か
ら
「
筍
」
と
書
き
ま
す
。
日

本
で
の
タ
ケ
ノ
コ
の
歴
史
は
非
常
に
古

く
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
も
そ
の
記
述

が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

■
原
産
国
と
福
岡
県
の
生
産
量

　

現
在
、
広
く
食
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
タ
ケ
ノ
コ
の
代
表
品
種
は
モ
ウ
ソ
ウ

チ
ク
と
呼
ば
れ
、
原
産
国
で
あ
る
中
国
か

ら
の
渡
来
竹
で
す
。
福
岡
県
に
は
、

一
六
一
五
年
、
現
在
の
八
女
市
に
植
栽
さ

れ
た
こ
と
が
最
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
気

候
と
土
壌
が
タ
ケ
ノ
コ
栽
培
に
適
し
た
福

岡
県
の
生
産
量
は
、
一
万
三
千
五
百
ト
ン

（
平
成
二
十
四
年
）
に
の
ぼ
り
全
国
一
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
タ
ケ
ノ
コ
の
特
徴

　

タ
ケ
ノ
コ
と
い
え
ば
、
一
日
に
数
セ
ン

チ
も
伸
び
る
驚
異
的
な
成
長
力
が
特
徴
で

す
が
、
こ
れ
は
、
外
皮
に
含
ま
れ
る
ト
リ

ア
コ
ン
タ
ノ
ー
ル
と
い
う
成
長
因
子
が
成

長
を
促
進
さ
せ
る
た
め
と
い
う
こ
と
が

判
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
成
分
と
し
て
は
、
炭
水
化
物
、
タ

ン
パ
ク
質
、
脂
肪
等
が
タ
マ
ネ
ギ
・
ダ
イ

コ
ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
と
同
じ
く
ら
い
含
ま
れ
、

血
色
を
良
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
は
、
整
腸
作
用

を
は
じ
め
、
肝
臓
が
ん
の
誘
発
に
繋
が
る

ヘ
テ
ロ
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
ア
ミ
ン
を
吸
着
す

る
作
用
な
ど
も
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
食
べ
方

　

春
に
収
穫
さ
れ
る
タ
ケ
ノ
コ
で
す
が
、

水
煮
製
品
に
加
工
さ
れ
る
こ
と
で
年
間
を

通
じ
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
煮
物
、
炒
め
物
な
ど
、
和
食
や
中
華

な
ど
幅
広
い
料
理
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
選
び
方
と
保
存
方
法

　

タ
ケ
ノ
コ
は
収
穫
し
た
直
後
か
ら
急
速

に
劣
化
が
始
ま
り
ま
す
。
痩
せ
型
で
な
く

根
元
の
色
が
乳
白
色
で
柔
ら
か
い
も
の
を

選
び
、
で
き
る
限
り
早
く
煮
る
こ
と
が
美

味
し
く
食
べ
る
秘
訣
で
す
。
水
煮
を
保
存

す
る
場
合
は
、
水
を
張
っ
た
容
器
（
金
属

以
外
）
に
移
し
替
え
、冷
蔵
庫
で
保
管
し
、

お
早
目
に
お
使
い
下
さ
い
。

■
水
煮
の
白
い
塊

　

タ
ケ
ノ
コ
の
栄
養
成
分
の
一
つ
で
あ
る

チ
ロ
シ
ン
で
す
。
チ
ロ
シ
ン
は
ア
ミ
ノ
酸

の
一
種
で
、
元
々
含
ま
れ
て
い
る
成
分
で

す
。
水
洗
い
し
て
安
心
し
て
お
使
い
下
さ

い
。�

（
出
典　

福
岡
県
森
林
研
報
）

自
校
調
理
給
食
の
良
さ
を
生
か
し
て

　

熊
谷
市
立
妻
沼
小
学
校
（
前
所
属
校
）

 
栄
養
教
諭　

篠
田　

朋
子

 

「
た
け
の
こ
」

　
　

株
式
会
社　

主
計
物
産

代
表
取
締
役　

主
計　

高
広

給食会報　（平成27年₄月 1 日発行第１６６ 号）（6）

栄
養
士
の
四
季

食
品
豆
知
識



小
林
神
社
の
竹
の
子
ま
つ
り

　

久
喜
市
菖
蒲
町
小
林
と
い
う
地
域
は
、

六
十
年
前
は
小
林
村
と
い
う
村
で
し
た
。

　

小
林
村
を
含
む
四
つ
の
村
と
町
が
合
併

し
菖
蒲
町
に
、
平
成
二
十
二
年
に
は
一
市

三
町
が
合
併
し
久
喜
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
に
古
く
か
ら
在
る
小
林
神
社
は
、

今
も
産
土
神
と
し
て
地
元
に
慕
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
林
神
社
の
行
事
と
し
て
、
毎
年
四
月

二
十
九
日
（
み
ど
り
の
日
）
に
、
神
社
裏

の
竹
林
か
ら
掘
り
上
げ
た
竹
の
子
を
用
い

て
小
林
婦
人
会
で
三
〇
〇
人
～
四
〇
〇
人

分
の
竹
の
子
ご
飯
を
作
り
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
竹
の
子
ご
飯
に
、
た
く

あ
ん
・
紅
生
姜
・
昆
布
の
佃
煮
・
甘
酒
を

添
え
て
、
地
元
在
住
の
七
十
代
以
上
の
お

年
寄
り
を
招
い
て
振
舞
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
獅
子
舞
や
民
謡
踊
り
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
後
継
者
不
足
で

今
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
小
林
小
学
校
の
生
徒
が
笛
や
太

鼓
を
習
い
御
囃
子
の
練
習
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
賑
わ
い
が
戻
る
日
も
近
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
か
ら
、
毎
年
、

久
喜
市
く
ら
し
の
会
の
皆
さ
ん
に
郷
土
料

理
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
が
秋
な
の
で
、
竹
の
子
を
茸
に

変
え
て
最
初
の
講
習
会
で
紹
介
し
ま
し

た
。
六
十
年
以
上
続
く
郷
土
の
味
で
す
。

Ｑ
　
最
近
、
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製
品
が
不

足
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製
品
を
製
造
す
る

た
め
に
必
要
な
生
乳
（
搾
っ
た
ま
ま
の
牛

の
乳
）の
生
産
量
が
、
平
成
二
十
五
年
度

以
降
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
影

響
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
主
要
生
産
地
の
北

海
道
を
始
め
と
し
て
、
全
国
的
に
猛
暑
と

な
り
、
乳
牛
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
、

乳
房
炎（
※
）等
の
病
気
が
多
く
発
生
し
た

た
め
、
生
乳
生
産
量
が
大
幅
に
落
ち
込
み

ま
し
た
。

　

ま
た
直
近
で
は
、
後
継
者
不
足
や
生
乳

生
産
に
係
る
コ
ス
ト
（
輸
入
飼
料
、
電
気

代
等
）
の
高
止
ま
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
先

行
き
不
安
な
ど
、
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境

は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
離
農
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
思
っ
た
よ
う
な
増
産

が
出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
バ

タ
ー
を
始
め
と
す
る
乳
製
品
の
主
要
生
産

地
で
あ
る
北
海
道
で
は
毎
年
三
％
程
度
の

酪
農
家
が
離
農
し
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
離
農
し
た
酪
農
家
の
乳
牛
は

大
規
模
経
営
の
酪
農
家
が
引
き
取
る
こ
と

に
よ
り
、
乳
牛
頭
数
は
保
た
れ
て
き
た
も

の
の
、
先
述
し
て
い
る
環
境
下
で
あ
る
た

め
、
乳
牛
の
導
入
や
設
備
投
資
に
消
極
的

に
な
っ
て
お
り
、
既
存
の
酪
農
家
だ
け
で

は
生
産
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
し
切
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

（
※
）
乳
房
炎
…
乳
牛
が
か
か
る
病
気
と

し
て
最
も
一
般
的
な
も
の
で
、
乳
房
と
い

う
乳
牛
に
と
っ
て
重
要
な
箇
所
に
炎
症
が

お
こ
り
、
乳
質
に
影
響
を
与
え
る
と
と
も

に
、
淘
汰
の
主
な
要
因
に
な
る
重
大
な
疾

病
。

Ｑ
　
飲
む
牛
乳
等
が
不
足
し
て
い
な
い
の

に
、
バ
タ
ー
が
不
足
す
る
の
は
何
故
で
す

か
。

Ａ　

生
乳
は
腐
敗
し
や
す
い
た
め
、
ま
ず

は
生
鮮
度
を
求
め
ら
れ
る
牛
乳
、
液
状
乳

製
品
（
生
ク
リ
ー
ム
、
濃
縮
乳
な
ど
）
か

ら
優
先
的
に
加
工
さ
れ
、
最
後
に
保
存
性

の
高
い
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
に
仕
向
け
ら

れ
ま
す
。
い
わ
ば
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
は

生
乳
の
需
給
調
整
機
能
を
併
せ
持
っ
て
お

り
、生
乳
生
産
量
が
落
ち
込
ん
だ
際
に
は
、

バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
の
供
給
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
酪
農

家
を
取
り
巻
く
環
境

を
改
善
し
、
国
産
乳

製
品
の
安
定
供
給
を

し
て
い
く
た
め
に
も
、

生
産
基
盤
の
維
持
・
強

化
に
向
け
た
対
策
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ふるさとの味伝承士
（久喜市）

長谷川　由美子

①	米を炊きます。
②�竹輪、牛蒡を半月切りに、人参は銀
杏切り、油揚げ、コンニャクは１セン
チの短冊切りに、竹の子は他の具材
の大きさに揃えて細切りにします。
③�鍋に油を入れ、強火で②を炒め、調味
料を入れたら弱火にして煮込みます。
④�汁を煮切り、ご飯を混ぜて出来上が
りです。
⑤�竹の子ごはんに、たくあん・紅生姜・昆
布の佃煮、甘酒を添えていただきます。

米	 ３合
人参	 50ｇ
竹輪	 １本
油揚げ	 １枚
牛蒡	 50ｇ
コンニャク	 半分

茹で竹の子	 200ｇ
砂糖	 大２
醤油	 大２
酒	 大３
水	 １カップ～２カップ
油	 大２

作り方

材料（４人分）

（7） 給食会報　（平成27年₄月 1 日発行第１６６ 号）

食

卓

談

話

Ｑ

＆

Ａ

竹の子ごはん



さいたま市立土呂中学校（前所属校）
栄養主査　小野典子

ア
イ
デ
ィ
ア
メ
ニ
ュ
ー

　じゃがいも料理は生徒達にと
ても喜ばれます。特にその中で
もコロッケは人気があります。
　コロッケの材料といえばじゃ
がいもそのもので、とてもシン
プルな料理です。しかしじゃが
いもの下処理にはかなり時間と

手間がかかり大変です。その日
の献立の内容で下処理を簡単に
済ませたい時には荒くだきポテ
トを使用します。じゃがいもの
みの素材で固形感も残っており、
手作りコロッケが手軽に作れ便
利な食材です。

①	肉を炒める
②	肉に火が通ったら玉ねぎを
入れ炒め、塩、こしょうで
調味し火を止める。
③荒くだきポテトを蒸す。
④	②と③を混ぜ小判型に成
形し衣を付け油で揚げる。

豚ももひき肉
	 15
玉ねぎ	 20
食塩	 0.4
こしょう
	 0.02
油	 0.5

荒くだきポテト
	 70
薄力粉	 6
卵	 5
水	 4
パン粉	 9
揚げ油	 適宜

{
作り方

材料 分量（g）

給食会報　（平成27年₄月 1 日発行第１６６ 号）（8）

　

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
も
順

調
に
終
了
し
、
新
年
度
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様

に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
度
、
本
会
で
は
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
職
員
四
名
を
加
え
、
新
た

な
体
制
の
も
と
、
諸
課
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
人
事
異
動
な
ど
に

よ
り
、
慌
た
だ
し
い
日
々
を
送
ら

れ
て
い
る
学
校
等
も
多
い
か
と
存

じ
ま
す
が
、
学
校
給
食
の
公
益
性

を
十
分
に
踏
ま
え
、今
後
と
も「
食

の
安
全
・
安
心
、
安
定
供
給
」
に

努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
等
に
お

け
る
食
育
推
進
へ
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

　さる 2 月 18 日に平成 26 年度第 2 回食材委員会が開催され、一般食材 6
品が選定されました。
　平成 27 年度第1学期からの新製品です。どうぞご利用ください。

平成 26年度
第 2回食材委員会選定

新規取扱食材

　埼玉県産のきゅうりを使用し、県内の
工場で製造しています。パリパリとしっ
かりした食感が特徴で、保存料や合成着
色料は使用していません。

　埼玉県産
のしゃくし
菜を春巻き
の具に使い
シャキシャキ
とした食感
が特徴です。

　冷凍のまま、180℃の油で約₄分～₅
分間揚げてください。
（ご注文につきましては 14 日前までにお
願いします。）

　青森県・岩手県の郷土料理せんべい
汁に使用するせんべ
いです。
　煮崩れしにくいよう
に焼き上げ、だし汁が
たっぷり染み込んでモ
チモチとした食感が
味わえます。

　北海道産のじゃがいもを荒くくだいて
固形感が残るようにしました。
　手作りコロッケ、チヂミ、ゼリーフラ
イなどの素材としてご利用ください。
　流水または加熱解凍してご使用くださ
い。

　千葉県で完全無農薬・有機肥料で栽
培したマッシュ
ルームをスライ
スに加工してい
ます。ハヤシライ
スやスープなど
洋風献立に最適
です。

　モチモチとした食感で、じゃがいものほく
ほく感と風味を生かした素朴な味わいです。
ソースをからめたり、揚げたり、スープの
具材として幅広い調理に使用できます。

かっぱ漬け 1ｋｇ/ 袋

埼玉県産しゃくし菜春巻 40ｇ・50ｇ・60ｇ

かやきせんべい 500ｇ/袋

荒くだきポテト 1ｋｇ/ 袋

国産マッシュルームスライス 1ｋｇ/ 袋

ポテトニョッキ 500ｇ/袋
（１個約６ｇ× 80個入り）

※新規取扱食材を利用した参考メニューおよび製品価格につきましては、お問い合わせください。

8ｍｍカット

11～12ｇ/枚
1袋　45枚以上

マッシュルームとたっぷり野菜のキッシュ 南部せんべい汁

ポテトニョッキの
トマトソース

おさかなのポテ焼き

『荒くだきポテト』を使って
コロッケ


